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平面上で 2つの円 S, S′が点 Pで内接している。ただし S′が Sより小さいとする。
円 S, S′の中心をそれぞれ O, O′とおく。円 S′ 上にあって直線 PO′ 上にはない点 Q
をとる。直線PQと円 Sとの Pとは異なる交点を A, 直線AOと円 Sとの Aとは異な
る交点を B, 直線BO′と円 Sとの Bとは異なる交点を C, 直線CQと円 Sとの Cとは
異なる交点を Dとする。

(1) AO QO′を示せ。

(2) DB = BPを示せ。

出典：2013年 滋賀医科大学

解答
(1) O, O′がそれぞれ円 S, S′の中心であることより

OA = OP, O′P = O′Q
であるから，

OO′P

Q

A
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∠OAP = ∠OPA = ∠O′PQ = ∠O′QP
2直線AO, QO′に対する同位角の大きさが等しい
ことより

AO QO′
(証明おわり)

(2) 円周角の性質より
∠BAP = ∠BCP = ∠O′CP

AO QO′より
∠BAP = ∠O′QP

であるから
∠O′CP = ∠O′QP

よって，4点 P, O′, Q, Cは同一円周上にあるから
∠O′PQ = ∠C′CQ · · · · · · 1©

OP = OAより
∠BAP = ∠OAP = ∠OPA = ∠O′PQ · · · · · · 2©

1©かつ 2©より
∠DCB = ∠O′CQ = ∠O′PQ = ∠BAP

同じ円 Sにおける弧DB, 弧 BPに対する円周角の大きさは等しいから
DB = BP

(証明おわり)
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